
徳島市総合評価方式入札の実施方針 

 

「公共工事の品質確保の促進に関する法律」の施行に伴い、公共工事の品質確保の促進を

図るため、技術提案、同種建設工事等の施工実績及び工事成績等に基づく入札参加者の技術

的能力と入札価格とを総合的に評価する総合評価方式の入札の実施について必要な事項を定

める。 

 

第１ 対象となる建設工事 

総合評価方式の入札に付する建設工事〔建設業法（昭和 24 年法律第 100 号）第２条第 1項

に定める建設工事をいう。以下同じ。〕は、予定価格が５千万円以上のものとする。 

 

第２ 総合評価方式の適用 

総合評価方式の適用にあたっては、対象建設工事の技術的な特性に応じて次に掲げるいず

れかの方式を選択する。 

１ 施工能力審査型 

技術的な工夫の余地が小さい建設工事において、入札参加者の工事成績等の評価項目に

基づき技術力と入札価格とを総合的に評価するもの。 

２ 標準型 

技術的な工夫の余地が大きい建設工事において、入札参加者に品質の向上、環境の維持、

交通の確保、特別な安全対策、工期の短縮等の技術的課題について施工上の工夫等の技術

提案を求め、この技術提案等に基づき技術力と入札価格とを総合的に評価するもの。 

 

第３ 評価項目及び評価基準 

各方式の評価項目は次のとおりとし、評価基準に基づき技術力評価を行う。 

１ 施工能力審査型 

評価項目 

（１）技術者評価 

①配置予定技術者の能力（保有資格、同種工事の施工実績、工事成績評定点） 

（２）企業評価 

①企業の施工能力（同種工事の施工実績、工事成績評定点） 

②地理的条件（徳島市内における本店等の所在地の有無） 

③社会性（アドプト、ボランティア活動、防災協定の締結等、災害活動の実績、ISO

又はエコアクション 21認証取得、下請代金適正支払等の誓約） 

２ 標準型 

評価項目 

（１）技術提案評価 

①技術提案（総合的なコスト、工事目的物の性能、社会的要請への対応） 

（２）技術者評価 

①配置予定技術者の能力（保有資格、CPD、同種工事の施工実績、工事成績評定点） 



（３）企業評価 

①企業の施工能力（同種工事の施工実績、工事成績評定点） 

②地理的条件（徳島市内における本店等の所在地の有無） 

③社会性（アドプト、ボランティア活動、防災協定の締結等、災害活動の実績、ISO

又はエコアクション 21認証取得、下請代金適正支払等の誓約） 

３ 各評価項目の評価点の算定 

各評価項目の評価点の算定は、「総合評価方式入札の評価基準【標準型】（表－１）」、「総

合評価方式入札の評価基準【施工能力審査型】（表－２）」及び「徳島市総合評価方式入札

の実施方針に関する運用基準」により行うものとする。 

 

第４ 落札者の決定方法 

 総合評価方式による落札者の決定は以下の方法による。 

１ 入札参加者は価格及び技術提案等をもって入札し、入札参加資格の要件を満たす者で、

予定価格の制限の範囲内で有効な入札を行った者（以下「有効な入札を行った者」とい

う。）のうち、下記により算出される評価値の最も高い者を落札者とする。 

なお、有効な入札を行った者が１者の場合には、評価値の算出を省略し落札者とする

ことができる。ただし、入札価格により契約の内容に適合した履行がなされないと認め

られる場合は、有効な入札を行った他の者のうち、評価値の最も高い者を落札者とする

ことがある。 

 

２ 評価値 

（１）評価値の算出方法 

評価値＝(基礎点＋加算点)÷入札価格（単位：億円） 

※ 基礎点：入札参加資格要件を満たす者に 100 点を与える。 

※ 加算点：評価基準に基づき評価された得点を加算点に換算して与える (求める

値は小数点第３位までとし、第４位以下を切り捨てる) 。 

※ 得点合計(基礎点＋加算点)が 0点になった者は失格とする。 

求める評価値は小数点第 3位までとし、第 4位以下を切り捨てる。 

（２）加算点の算出方法 

入札参加者の技術提案等に対する加算点は、総合評価方式に対応し該当する評価要

素（技術提案評価、技術者評価、企業評価）の評価点の総和（＝合計評価点）を基に

評価基準に基づき得られた得点を「加算点幅」に換算したものをもって加算点とする。 

（３）加算点の満点は次のとおりとする。 

施工能力審査型   10 点 

標準型       30 点 

３ 評価値、基準評価値について 

評価値は基準評価値を下回らない事。 

基準評価値＝100 点（基礎点）÷予定価格（単位：億円） 

求める基準評価値は小数点第 3位とし、第 4位以下を切り捨てる。 

４ 評価値の最も高い者が 2者以上ある時は、入札価格の低い者を落札者とする。ただし、



入札価格も同額である場合は、当該者にくじを引かせて落札者を決定する。 

なお、電子入札による場合は、電子入札システムに装備されている電子くじにより落

札者を決定するものとする。 

 

第５ 評価基準及び配点の審査並びに評価値決定の審査 

評価基準及び配点の審査並びに評価値決定の審査は徳島市技術審査会が行う。 

ただし、施工能力審査型において、「徳島市総合評価方式入札の実施方針」、「総合評価方式

入札の評価基準【施工能力審査型】（表－２）」及び「徳島市総合評価方式入札の実施方針に

関する運用基準」どおりに実施する場合は、評価基準及び配点の審査を省略することができ

る。 

なお、標準型にあって、特に専門的知識が必要となる場合は、別途、専門家等から意見を

聴取することができる。 

 

第６ 総合評価の履行の確保 

１ 技術提案の履行確保 

標準型において、入札時に提出した技術提案の記述内容と同等以上の施工ができなかっ

た場合には、次の方法により算出される工事成績減点値を工事成績評定点から減点する。 

なお、技術提案に記述された提案内容について、現場状況等を考慮し施工させないこと

がある。この場合は、当該提案内容に関する工事成績の減点は行わないものとする。 

（１）工事成績の減点方法 

工事成績減点値＝(A-B)/A×13 点 

※ A：入札時の技術提案の評価に関する加算点 

※ B：施工後の実施に対する技術提案の評価に関する加算点 

工事成績減点値は小数点第 1位までとし、小数点第 2位以下を四捨五入する。 

（２）提案内容に対する履行状況が特に悪質と認められる場合は徳島市建設業者指名停止

等措置要綱別表の１（虚偽記載）の入札参加確認資料に虚偽の記載をしたものとして

指名停止を行うものとする。 

２ 配置予定技術者の履行確保 

配置予定技術者を工事途中で交代させたことにより配置予定技術者に関する評価項目の

得点合計が、入札時より低くなる場合には、次の方法により算出される工事成績減点値を

工事成績評定点から減点する。 

（１）工事成績の減点方法 

工事成績減点値＝(A-B)/A×13 点 

※ A：入札時の配置予定技術者に対する得点の合計 

※ B：交代した技術者に対する得点の合計（落札決定時での評価） 

工事成績減点値は小数点第 1位までとし、小数点第 2位以下を四捨五入する。 

 

 

第７ 徳島市総合評価委員からの意見聴取 

総合評価方式による入札の実施にあたっては、落札者決定基準について、あらかじめ、学



識経験者である徳島市総合評価委員の意見を聴かなければならない。また、当該意見聴取に

おいて、落札者を決定しようとするときに改めて意見を聴く必要があるとの意見が述べられ

た場合には、その際に改めて意見を聴かなければならない。 

ただし、施工能力審査型において、「徳島市総合評価方式入札の実施方針」、「総合評価方式

入札の評価基準【施工能力審査型】（表－２）」及び「徳島市総合評価方式入札の実施方針に

関する運用基準」どおりに落札者決定基準を定めたうえで実施する入札については、「徳島市

総合評価方式入札の実施方針」、「総合評価方式入札の評価基準【施工能力審査型】（表－２）」

及び「徳島市総合評価方式入札の実施方針に関する運用基準」に関する意見聴取をもって落

札者決定基準に関する意見聴取とする。 

 

第８ 評価結果等の公表 

総合評価方式による入札において、評価項目、評価基準及び落札者の決定方法等について

は、あらかじめ入札公告等において公表しなければならない。 

また入札者の提示した技術提案等の評価及び落札結果等についても落札決定後速やかに公

表しなければならない 

１ 手続開始時期 

入札公告等において以下の事項を明記する。 

（１）総合評価方式の適用の旨 

（２）評価項目及び評価基準 

（３）落札者の決定方法 

（４）技術提案及び配置予定技術者に関する履行ができなかった場合の措置 

２ 落札者決定後 

落札者を決定した場合、速やかに以下の事項を公表する。ただし、第４の規定により評価

値の算出を省略した場合、（３）については公表することを要しない。 

（１）業者名 

（２）各業者の入札価格 

（３）各業者の評価値 

 

第９ 入札及び契約の過程に関する苦情処理 

入札及び契約の過程に公正な競争の促進、透明性の確保の観点から苦情申し立てに対し、

発注者として先ず入札、契約の過程について適切に説明するとともに、さらに不服（再苦情）

のある者については、徳島市入札監視委員会による審議の結果を踏まえて回答することとす

る。 

 

第 10 その他 

この方針に定めるもののほか総合評価方式による入札に関し必要な事項は市長が別に定め

る。 

 

 

 



（附則） 

本実施方針は平成 19年 11 月 20 日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は平成 20年 6 月 1 日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は平成 21年 6 月 1 日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は平成 22年 6 月 1 日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は平成 26年 6 月 1 日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は平成 27年 4 月 1 日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は平成 30年 4 月 1 日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は令和 2年 4月 1日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は令和 4年 4月 1日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は令和６年 4月 1日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は令和７年 4月 1日から施行する。 

 

（附則） 

本実施方針は令和８年 4月 1日から施行する。 

 



総合評価方式入札の評価基準【標準型】 （表－１）

各評価項目毎に

・技術提案に特に優れた工夫が見られる 40

・技術提案に優れた工夫が見られる 30

・技術提案に良い工夫が見られる 20

・技術提案に工夫が見られる 10

・技術提案が適切である 0

技術士又は一級の資格を有するもの 10

一級施工管理技士補の資格を有するもの
ただし、主任技術者の資格を有する者に限り評価対象とす
る。

7

二級の資格を有するもの 5

上記以外 0

有効取得単位５０ユニット以上のもの 5

有効取得単位３０ユニット以上のもの 3

上記以外 0

同種建設工事の実績が３件以上あるもの 10

同種建設工事の実績が１～２件あるもの 5

実績なし 0

配置予定技術者の過去一定期間におけ
る同種建設工事の工事成績評定点

評価点　＝
（工事成績評定点－６０）×β／３０×１５
評価点は、小数点第１位まで求めるものとし、小数点
第２位を切り捨てる。
　β：最終契約金額の補正係数
　　・5000万円以上の場合:β＝1.5
　　・2500万円以上5000万円未満の場合:β＝1.3
　　・1000万円以上2500万円未満の場合:β＝1.15
　　・1000万円未満の場合:β＝1.0
（ただし建築一式工事は5000万円を1億円、2500万円
を5000万円とする。）
工事成績評定点が６５点未満の場合は評価点を０点と
し、評価点の上限を１５点とする。

0 ～ 15

同種建設工事の実績が６件以上あるもの 10

同種建設工事の実績が１～５件あるもの 5

実績なし 0

過去一定期間における同種建設工事の
工事成績評定点（３件以内）

※市外業者だけを対象とする入札の場
合は適用しない。

評価点　＝
Σ［（Ｙｎ－６５)×βn]×１５／６７．５
評価点は、小数点第１位まで求めるものとし、小数点
第２位を切り捨てる。
  Ｙｎ:工事成績評定点（3件まで申告）
　βn：最終契約金額の補正係数
　　・5000万円以上の場合:β＝1.5
　　・2500万円以上5000万円未満の場合:β＝1.3
　　・1000万円以上2500万円未満の場合:β＝1.15
　　・1000万円未満の場合:β＝1.0
（ただし建築一式工事は5000万円を1億円、2500万円
を5000万円とする。）
・評価点の上限を１５点とする。

0 ～ 15

同じ地域内に本店があるもの 15

徳島市内に本店があるもの 10

徳島市内に営業所等があるもの 5

上記以外 0

実績等がある評価事項が４項目の者 10

実績等がある評価事項が３項目の者 7

実績等がある評価事項が２項目の者 5

実績等がある評価事項が１項目の者 3

上記以外 0

総合的なコストの縮減

工事目的物の性能・機能向上

同種建設工事の施工実績の有無

社会性

配置予定技術者の資格

企業の施工能力

配点評価基準

継続教育（ＣＰＤ）の取り組み状況

※土木一式工事又は建築一式工事のみ
適用する。

評価項目評価の視点

企
業
評
価

徳島市内における本店等の所在地の有
無

技
術
者
評
価

①「アドプト事業参加」又は「ボラン
ティア活動実績」の有無
②「防災協定の締結」、「徳島市防災
協力事業所登録制度の登録」、「災害
時等の緊急出動の実績」又は「大規模
災害時の支援活動の実績」の有無
③ＩＳＯ又はエコアクション２１認証
取得の有無
④「下請代金を現金で支払うこと等」
の誓約書提出の有無

社会的要請への対応

同種建設工事の施工実績の件数

配置予定技術者
の能力

技
術
提
案
評
価

技術提案

地理的条件



総合評価方式入札の評価基準【施工能力審査型】 （表－２）

技術士又は一級の資格を有するもの 10

一級施工管理技士補の資格を有するもの
ただし、主任技術者の資格を有する者に限り評価対象とす
る。

7

二級の資格を有するもの 5

上記以外 0

同種建設工事の実績が３件以上あるもの 10

同種建設工事の実績が１～２件あるもの 5

実績なし 0

配置予定技術者の過去一定期間におけ
る同種建設工事の工事成績評定点

評価点　＝
（工事成績評定点－６０）×β／３０×１５
評価点は、小数点第１位まで求めるものとし、小数
点第２位を切り捨てる。
　β：最終契約金額の補正係数
　　・5000万円以上の場合:β＝1.5
　　・2500万円以上5000万円未満の場合:β＝1.3
　　・1000万円以上2500万円未満の場合:β＝1.15
　　・1000万円未満の場合:β＝1.0
（ただし建築一式工事は5000万円を1億円、2500万円
を5000万円とする。）
工事成績評定点が６５点未満の場合は評価点を０点
とし、評価点の上限を１５点とする。

0 ～ 15

同種建設工事の実績が６件以上あるもの 10

同種建設工事の実績が１～５件あるもの 5

実績なし 0

過去一定期間における同種建設工事の
工事成績評定点（３件以内）

※市外業者だけを対象とする入札の場
合は適用しない。

評価点　＝
Σ［（Ｙｎ－６５)×βn]×１５／６７．５
評価点は、小数点第１位まで求めるものとし、小数
点第２位を切り捨てる。
　Ｙｎ:工事成績評定点（3件まで申告）
　βn：最終契約金額の補正係数
　　・5000万円以上の場合:β＝1.5
　　・2500万円以上5000万円未満の場合:β＝1.3
　　・1000万円以上2500万円未満の場合:β＝1.15
　　・1000万円未満の場合:β＝1.0
（ただし建築一式工事は5000万円を1億円、2500万円
を5000万円とする。）
・評価点の上限を１５点とする。

0 ～ 15

同じ地域内に本店があるもの 15

徳島市内に本店があるもの 10

徳島市内に営業所等があるもの 5

上記以外 0

実績等がある評価事項が４項目の者 10

実績等がある評価事項が３項目の者 7

実績等がある評価事項が２項目の者 5

実績等がある評価事項が１項目の者 3

上記以外 0

企
業
評
価

企業の施工能力 同種建設工事の施工実績の有無

※市外業者だけを対象とする入札の場
合のみ適用する。

地理的条件 徳島市内における本店等の所在地の有
無

社会性 ①「アドプト事業参加」又は「ボラン
ティア活動実績」の有無
②「防災協定の締結」、「徳島市防災
協力事業所登録制度の登録」、「災害
時等の緊急出動の実績」又は「大規模
災害時の支援活動の実績」の有無
③ＩＳＯ又はエコアクション２１認証
取得の有無
④「下請代金を現金で支払うこと等」
の誓約書提出の有無

評価の視点 評価項目 評価基準 配点

技
術
者
評
価

配置予定技術者
の能力

配置予定技術者の資格

同種建設工事の施工実績の件数

※市外業者だけを対象とする入札の場
合のみ適用する。


